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要   旨：  
   背景と目的： 複数の栄養素が結直腸癌の発症で重要な役割を演じており、脂肪が最

も決定的でありえる。 
n-3系脂肪酸のEPA、DHAおよびその主な食事原料である魚油が重要

な抗腫瘍作用を発揮できると、複数研究が示してきたけれども、オリーブ油

およびその主な脂肪酸、オレイン酸とリノール酸の影響については少ししか

知られていない。 
この研究の目的は、結直腸癌の発症に関連する重大な過程においてこれ

らの栄養素の役割を評価することである。 
 
   方 法：  Caco-2およびHT-29の結腸癌細胞に各種脂肪酸を追加して、アポトーシ

ス(細胞自然死)の誘発、細胞増殖、および分化におけるその役割を研究した。
COX-2およびBcl-2の発現も評価した。 

 
   結 果：  魚油またはオリーブ油の追加で、アポトーシスの誘発および細胞分化が

もたらされる。最後の影響はオレイン酸とリノール酸によっても誘発された。

魚油は細胞増殖を有意に弱めた。魚油とオリーブ油の追加で、COX-2の早
期ダウンレギュレーションがもたらされ、Bcl-2発現の低下が続いた。 

 
   結 論：  魚油およびオリーブ油は、結直腸癌発症の原因となる重大な過程に影響

できる。COX-2およびBcl-2はこれらの影響における重要なメディエーター
であろう。 

 


